
            秋放技発 第 4 号  

会 員 各 位                                                    令和 7 年 5 月 27 日 

            （公社） 秋田県診療放射線技師会 

                会長  川又 渉 

  

 

令和 7 年度 放射線安全管理セミナー（Web）の開催について 

拝啓 

 初夏の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃、当会の運営にご協力いただき、厚く

御礼申し上げます。 

日々、放射線の安全利用の促進や放射線被ばくの低減について貴施設では対応が行われていることと存じます。今回は、放

射線被ばく低減施設認定の更新経験についての話題提供、また改訂が行われた診断参考レベル（DRLs2025）の中からIVR、

透視とCTをテーマとして取り上げ、下記のセミナーを開催致します。 

会員への効率的な情報提供の促進のため、Web 開催を企画しました。そのため、参加には事前登録が必要になります。 

つきましては、ご多用とは存じますが、万象お繰り合わせの上ご参加くださいますようお願い申し上げます。  

敬具 

記 

 
日 時  ： 令和 7 年 7 月 5 日（土）  14：00 ～ 16：30  

開催形式 ： Web 開催（Cisco 社 Webex を使用）、事前登録制 

定 員  ： 50 名 

参加費  ： 会員のみ 500円 （秋田県内施設に勤務、もしくは県内在住の者に限ります） 

事前登録の方法： AART ホームページの事前登録フォームからお申し込み下さい。 

   https://www.aart.jp 研修会前日に視聴用アドレスを送信します。 

       事前登録の期限： 令和 7 年 7 月 4 日（金） 12:00 

プログラム 

                             司会進行  大館市立総合病院 佐々木 正文 

14:00 ～ 14:05  開会の挨拶                               北秋田市民病院  中西 沙紀 

 

14:05 ～ 14:10 「股関節撮影時の生殖腺遮蔽の見直し」に関する共同声明とポスター発出の紹介 

放射線安全管理委員長 千葉 大志 

14:10 〜 14:45 話題提供    座長  大館市立総合病院 佐々木 正文 

医療被ばく低減施設認定更新を経験して                   北秋田市民病院  鈴木 準 会員 

 

診断参考レベル（DRLs2025）特集    座長 秋田県立循環器・脳脊髄センター 加藤 守 

14:45 ～ 15:20 DRLsを使いこなすためのポイントと注意点（ IVR ）   

秋田県立循環器・脳脊髄センター 加藤 守 会員 

15:20 ～ 15:55 DRLsを使いこなすためのポイントと注意点（ 透視 ） 

新潟大学医歯学総合病院 新田見 耕太 先生 

15:55 ～ 16:30 DRLsを使いこなすためのポイントと注意点（ CT ） 

金沢大学 医薬保健研究域 保健学系 量子医療技術学講座 松原 孝祐 教授 

16:30 ～        閉会の挨拶                             放射線安全管理委員長 千葉 大志 

以上 

Web 開催には、Cisco 社の「Webex」を使用します。アクセスにはアプリのインストールが必要な場合がございます。 

詳細は Cisco 社のヘルプをご覧ください。（URL: https://help.webex.com/ja-jp/nrbgeodb/Join-a-Webex-Meeting） 

アクセスに関する問い合わせは、下記までご連絡をお願い致します。 

 

     お問合せ先 akita@aart.jp 担当理事 ： 千葉 大志

https://www.aart.jp/
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施 設 長 様                                                       令和 7 年 5 月 27 日 

            （公社） 秋田県診療放射線技師会 

                 会長  川又 渉 

  

 

 

令和 7 年度 放射線安全管理セミナー（Web）の開催について（お願い） 

謹啓 

 初夏の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃、当会の運営にご協力いただき、厚く

御礼申し上げます。 

日々、放射線の安全利用の促進や放射線被ばくの低減について貴施設では対応が行われていることと存じます。今回は、放

射線被ばく低減施設認定の更新経験についての話題提供、また改訂が行われた診断参考レベル（DRLs2025）の中からIVR、

透視とCTをテーマとして取り上げ、下記のセミナーを開催致します。 

 会員への効率的な情報提供の促進のため、Web 開催を企画しました。つきましては、時節柄お忙しい時期とは存じますが、貴

施設所属の診療放射線技師のご参加について特段のご配慮を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

謹白 

 

日 時  ： 令和 7 年 7 月 5 日（土）  14：00 ～ 16：30  

開催形式 ： Web 開催（Cisco 社 Webex を使用）、事前登録制 

定 員  ： 50 名 

参加費  ： 会員のみ 500円 （秋田県内施設に勤務、もしくは県内在住の者に限ります） 

事前登録の方法： AART ホームページの事前登録フォームからお申し込み下さい。 

   https://www.aart.jp 研修会前日に視聴用アドレスを送信します。 

       事前登録の期限： 令和 7 年 7 月 4 日（金） 12:00 

                      

プログラム 

                             司会進行  大館市立総合病院 佐々木 正文 

14:00 ～ 14:05  開会の挨拶                               北秋田市民病院  中西 沙紀 

 

14:05 ～ 14:10 「股関節撮影時の生殖腺遮蔽の見直し」に関する共同声明とポスター発出の紹介 

放射線安全管理委員長 千葉 大志 

14:10 〜 14:45 話題提供    座長  大館市立総合病院 佐々木 正文 

医療被ばく低減施設認定更新を経験して                    北秋田市民病院  鈴木 準 会員 

 

診断参考レベル（DRLs2025）特集    座長 秋田県立循環器・脳脊髄センター 加藤 守 

14:45 ～ 15:20 DRLsを使いこなすためのポイントと注意点（ IVR ）   

秋田県立循環器・脳脊髄センター 加藤 守 会員 

15:20 ～ 15:55 DRLsを使いこなすためのポイントと注意点（ 透視 ） 

新潟大学医歯学総合病院 新田見 耕太 先生 

15:55 ～ 16:30 DRLsを使いこなすためのポイントと注意点（ CT ） 

金沢大学 医薬保健研究域 保健学系 量子医療技術学講座 松原 孝祐 教授 

16:30 ～        閉会の挨拶                             放射線安全管理委員長 千葉 大志 

以上 

 

     お問合せ先 akita@aart.jp 担当理事 ： 千葉 大志 

https://www.aart.jp/

